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　第47回全日本教育工学研究協議会全国大会が大阪で開催されますことを心よりお祝い申
し上げます。また、本大会の開催に先立ちまして、ご参加ならびに४備にご尽力いただい
た多くの関係者の皆様へ深く感謝いたします。
　さて、ࡢ年は新型コロナウイルスの感染拡大に࿔された一年でした。教育現場におい
ても、目ま͙るしくঢ়گがมわる中、感染防止対策をపఈするとともに、長期間のྟ時休
業中等には、ICTを活用したオンライン授業を行うなど、様々なܗで学びの保障に取り組ん
でまいりました。
　大阪府では現在、国の「GIGAスクール構想」を౿まえた「多様な子どもたちを୭一人取
りすことないICTڥの実現」に向け、今年度中に府立学校への「１人１台端末」の整備
をྃする予定です。また、外部人ࡐによるICT活用のࢧԉにも取り組むなど、学校におい
てすべての子どもたちにICTの活用ڥをఏڙできるよう整備・ࢧԉを行っております。
　一方、これからは、「SocJetZ 5.0」とݺれる人工知能（AI）やビックデータなどの技術
ֵ新が一層進展する社会が౸来すると言われております。
　このような社会を生きる子どもたちには、予ଌできないม化をલ向きに受け止め、ओ体
的に向き合い・関わり合い、ࣗらの可能性を発شし、よりよい社会とな人生の創り手
となるための力をഓうことが求められております。そのため、「令和の日本型学校教育」と
してࣔされている、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を充実させるべく、これまでに
ੵみ上げてきた教育の実践と最先端のICT教育のϕストϛックスをਤることが重要だと考え
ております。
　「個別最適な学び」については、ICTを日常的な学習活動においてੵۃ的に活用すること
で、子どもたちはࣗらの学習のঢ়گをѲし、ओ体的に学ぶ力を一層育むことができます。
また、教員は生ెの個々の興ຯ・関心を౿まえた、よりきめࡉやかな指導・ࢧԉにつなげ
られると考えております。
　「協働的な学び」についても、これまでの知・ಙ・体を一体で育む「日本型学校教育」の
よさを生かしつつ、ICT技術を活用することで、ともに課題ղܾに取り組む授業や、ଞ校の
に৮؍ಐ・生ెとつながる授業、さらには校外の講演への参加などにより、様々なՁࣇ
れることが可能となります。
　このような中、全国で教育の充実に取り組まれている皆様がオンラインで一ಊに会され、

「ICT活用を通した未来につなげる新しい学習スタイル」の大会テーマの下、公開授業や基
調講演等を通して、վめて研究を深められることはに有意ٛなことであり、大会の成果
が今後の教育の情報化の一層の発展につながるものと大いに期待しております。
　最後になりましたが、本大会にܞわっていただいた多くの関係者の皆様にްく御ྱ申し
上げますとともに、大会のご成功とߋなるご活躍を心から祈೦いたしまして、ご挨拶とさ
せていただきます。

第47回全日本教育工学研究協議会全国大会
大阪大会の開催にあたって

大阪教育委員会　教育長　ڮ本 ਖ਼࢘
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第47回全日本教育工学研究協議会全国大会
大阪大会の開催にあたって

大阪市教育委員会　教育長　山本 晋次

　第47回全日本教育工学研究協議会全国大会が、多くの関係者の方々のご尽力により、大阪の地で盛大に開催
されますことを、心からお祝い申しあげます。
　大阪は、難波津（５世紀）の昔から、国内外の玄関口として、日本の中で外交、内政、物流のネットワーク
の重要な拠点として、内外から多くの人やモノを受け入れ、また様々な知識や技術を取り入れながら発展して
まいりました。現在の大阪も、関西国際空港や大阪国際空港、大阪港、堺泉北港などを有し、我が国の世界に
開かれた玄関口として役割を果たしています。
　また、2025年には「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマにした日本国際博覧会（略称：大阪・関西万
博）が開催されます。この「大阪・関西万博」においては、持続可能な開発目標（SDGs）達成への貢献や、
最先端技術など世界の英知が結集し新たなアイデアを創造発信されることと思います。
　さて、本市教育委員会では、「大阪市教育振興基本計画」において、「子どもが安心して成長できる安全な社
会の実現」と「心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上」の二つを最重要目標として
掲げ、これらを達成するために重点的に取り組むべき施策の一つとして、「ICTを活用した教育の推進」に向
けて取り組んでいます。平成28年度には、全小中学校に基本40台のタブレット端末等のICT機器を、令和２年
度には、GIGAスクール構想により１人１台の学習者用端末の整備を行い、ICT機器を活用した学習を推進し
ています。
　また、学習面のみならず、いじめ・不登校等の未然防止・早期発見など、安全・安心面における１人１台の
学習者用端末の効果的な活用にも取り組んでいます。
　現在、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、長期にわたり通常の教育活動ができない中、学びを保
障する手段としてのオンライン学習とともに、対面指導や子ども同士の学び合いなどの重要性も注目されてい
ます。「令和の日本型学校教育」の実現に向け、ICTを活用し、オンライン学習と対面指導を組み合わせたハ
イブリットな教育を推進することで、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を充実させ、子どもたちの資
質・能力を育成することが求められています。
　本大会のテーマである「ICT活用を通した未来につなげる新しい学習のスタイル」は、「令和の日本型学校
教育」の構築に通じるところであり、これからの教育に求められる姿だと考えます。
　本大会の研究発表において、大阪市の取組の一端を見ていただける場を設定しておりますので、忌憚のない
御意見をお聞かせいただきたいと思います。
　本市の市章である「みおつくし（澪標）」は、古歌にも詠まれているように、昔、 難波江の浅瀬に立てられ
ていた水路の標識のことです。本大会が大会関係者、公開授業関係者、参加される皆様にとって、今後の教育
の情報化の一層の充実・発展に向けた１つの「みおつくし（澪標）」となることを期待しております。
　結びに、本大会の開催のために御尽力いただきました多くの関係者の皆様に深く感謝申しあげますととも
に、本大会の成功と御参加の皆様のますますのご健勝ご活躍をお祈りいたしまして、挨拶の言葉といたしま
す。
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　第47回全日本教育工学研究協議会全国大会は，大
阪府大阪市で開催しますが、すべてのプログラムは
オンラインで配信します。開催概要は以下になります。
 開催日時：2021年11月19日（金）
  11月20日（土）
 会　　　場： オンライン開催
 公開授業校：大阪市立阿倍野小学校
  大阪市立天王寺小学校
  大阪市立堀江小学校
  大阪市立本田小学校
  大阪市立啓発小学校・大阪市立中島

中学校（小中一貫校むくのき学園）
  大阪市立昭和中学校
  大阪府立夕陽丘高等学校
　公開授業校の大阪市立阿倍野小学校、大阪市立堀
江小学校、大阪市立本田小学校、大阪市立昭和中学
校は、JAET学校情報化認定先進校であり、先進的
な授業実践を公開予定です。
　また、大会二日間のプログラムは、以下を予定＊
しております。
【11月19日（金）】
 ９：00 ～９：30 参加者接続開始
 ９：30 ～ 10：05 開会式
　・開会行事　会長，来賓挨拶／学校情報化先進校

表彰式
 10：05 ～ 10：50 基調講演　文部科学省
 10：50 ～ 11：05 企業製品紹介・休憩
 11：05 ～ 12：30 セッション１
  「先進校の取り組みに学ぶGIGA

スクール」
 14：30 ～ 17：00 公開授業・研究協議会
 18：00 ～ 19：30 セッション２
  「ICT機器の活用実践／ ICT機器

紹介」
【11月20日（土）】
  ９：00 ～ 12：10 研究発表、ワークショップ（１）
 12：10 ～ 13：10 企業製品紹介・休憩
 13：10 ～ 15：10 研究発表、ワークショップ（２）

 15：10 ～ 15：30 企業製品紹介・休憩
 15：30 ～ 16：45 セッション３
  「公開授業の取り組みを受けて

ICT活用の成果と将来の課題を
探る」

 16：45 ～ 16：55 閉会行事

　セッション１の「GIGAスクール相談会」では、教
育委員会や学校教員の方を対象に、GIGAスクール構
想をうけて教育の情報化を進めている先進校や地域
からその実際を報告していただき，これらの取り組
みに学びます。
　セッション２の「ICT機器の活用実践／ ICT機器
紹介」では、GIGAスクール構想の端末が導入された
学校へのサポート事例の紹介や当大会に協賛された
企業のICT機器や製品、サービスについての紹介や
参加者からのＱ＆Ａを双方向で情報交換できるよう
に予定しています。
　セッション３の「公開授業の取り組みを受けて　
ICT活用の成果と将来の課題を探る」では、大会一
日目の公開授業を指導したアドバイザーの先生を中
心にパネルディスカッションを行い、次年度以降に
向けたICT活用の課題を探ります。
　例年行っております「研究発表」もオンラインで
のご登壇になります。研究発表や大会参加のお申込
は、大阪大会のホームページで御確認ください。

＊ 最新の大会プログラムや
時間は、大阪大会ホーム
ページをご覧ください。

https://conv.jaet.jp/2021/

第47回全日本教育工学研究協議会全国大会

今年度の全国大会は、大阪大会でオンライン開催します。
日本教育工学協会事務局
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�ɽֶߍใԽೝఆͱ
　学校情報化認定とは、本協会が教育の情報化の推
進をࢧԉするために、学校情報化அシステムを活
用して、情報化のঢ়گをࣗݾධՁし、૯合的に情報
化を進めた学校（小学校、中学校、高等学校）を認
定する組みです。認定を受けた学校については、
教育の情報化に力を入れており、それが一定の水४
をຬたしていることがわかるので、対外的な実と
して報告したり、今後の研究推進のためのアϐール
としてうことができます。
　学校情報化認定には、「༏ྑ校」、「先進校」（༏ྑ校
の中から、ಛに༏れた取り組みを行っている学校）、「先
進地域」（༏ྑ校として認定された学校が、一定の割
合を達した地域）という組みがあります。一୴認
定されても、認定期間がऴྃすると、࠶認定を受け
ていただくことになります。

�ɽ৽νΣοΫϦετʹよΔӡ༻ͱ࣮
　νΣックリストは、2021年̐月にこれまでのものか
らվగされております。大きくは、GIGAスクール構
想に伴ってICTڥや指導の日常化がより求められる
ことになるため、その目標がҾき上げられています。
また、この２年間で「オンライン学習」という用ޠ
の生に見られるように、すべての学校が対Ԡする
ඞ要があるとஅされるため、この点も盛り込まれ
ました。
　そしてࣇಐ・生ెの１人１台端末が導入されるこ
とで、情報教育の進展が期待されます。１人１台端
末の活用が意識される内༰になりました。加えて、個々
の教員が取り組むのではなく、より計画性をもたせ
て実施することがଅされ、本֨実施の段֊に入った
プログラϛング教育についての߲目も見しがਤら
れました。
　それͧれの内༰について求められるレϕルがやや
上がったのではないかと思います。そのポイントは
学校の中で教員が個別にؤுるのではなく、学校全
体でؤுる、まさに「学校情報化」へとつなげてい
くところにあると思います。

　新νΣックリストのもとでの実ですが、2021年̐
月から̒月上०にかけては、༏ྑ校として新نが10校、
認定が59校に上っています。開始からの全体の認定࠶
はのべ1269校となっています。新νΣックリストに
よりࣗ校の学校情報化がどのఔ度進んでいるかをご
確認いただきたいと思います。先進校については、
このߘݪが発行されるࠒは৹్ࠪ上にあり、11月の全
日本教育工学研究協議会全国大会において表彰がな
される予定です。先進地域についてはਵ時Ԡืを受
けけております。
　全国からの報告や実ଶを委員会の中でڞ有してお
りますが、いくつかの地域において学校情報化認定
の੍度をICT教育関係の政策をධՁするための指標と
してར用するところが多くなってきていると聞いて
おり、協会としては大มتしく思っています。

�ɽೝఆߍͷΞυόΠε
　先にઆ໌しているように、νΣックリストが新し
いものへとมわっています。࠶申を行う学校につ
きましては、ै来入力されたデータを見してくだ
さい。ಛに、学校情報の「設ஔ場ॴをݶ定しない可
動式コンϐϡータの台」が、ࣇಐ生ెとあわせ
てGIGAスクール構想に対Ԡしているかについて、ν
Σックをします。また、情報活用能力や情報モラル、
情報機器のૢ࡞スΩルに関する指導計画等（最一つ）
について、計画的に実施していることがわかるかを
確認します。全体構想や目標だけではなく、全学年
の計画になっているかご確認ください。
　委員会では、̒ 月９日にオンラインઆ໌会を開催し、
多くの参加者をಘました。Ҿき続きこのような取り
組みを進め、੍度のप知をਤってまいります。

学ߍใԽೝఆɹ৽νΣοΫϦετでの
ೝఆঢ়گͱೝఆߍのΞυόイε

+"&5෭会長ʗ大阪教育大学 大学Ӄ࿈߹教৬࣮ફڀݚՊ ।教त　ࣉ հߒౢ 
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�ɽຊߍͷऔりΈͱ*$5ڥ
　本校では、1997（平成９）年よりコンϐϡータを用
いた情報の授業を行っています。1C教ࣨにて40台の
デスクトップ1Cから始まった本校の情報教育も、今
ではそれに加えて１人１台のノート1C（SVSGace Go）
と校内に備された8J�'J、ී通教ࣨٴびಛ別教ࣨ全
てに設ஔされた大型ి子ࠇ൘とレーザープリンタ、
ICT活用にಛ化して設計されたϝディアラϘを活用す
ることによって、より発展的な内༰で学習を進める
ことができるようになりました。また、これらICT機
器は情報の授業のみならず、֤教科においてもੵۃ
的な活用がなされ、本校の教育ཧ೦であるʰ社会有
ҝの人ࡐ育成 にɦ基ͮいた教育活動に貢献しています。

�ɽใڭҭͱϩϘοτɾϓϩάϥϛ
ϯάʷڭՊ

　本校の情報教育は、１～̐年生までि１時間、「情
報の授業」として実施しています。機器のѻい方や
マウスૢ࡞から始まり、情報リテラシーや資ྉ࡞成
にࢸるまで、多くのことを学習します。様々な学び
の入り口となる小学校だからこそ、̒ 年間のみならず、
将来での活用を見ਾえて、h 基本をきっちりԡさえ、
子どもの未来をࢧえるʱことを目標とした教育カリ
Ωϡラムとなっております。例え１年生のऴわり
から２年生にかけては、ΩーϘードのホームポジシ
ョンから始まって、タッνタイϐングの習ಘを目指
した学習を行います。
　これら基ૅ技術の習ಘを目指した情報の授業とは
別に、本校では１～̒年生まで「プログラϛングの
授業」を設けています。本校では、文科省がఏএす
る lプログラϛング的思考力z を、h 加度的にෳࡶ
化していく未来社会において、物事のࠜ本をநग़し、
ॱংだてて構造化できる力ʱとଊえ、子どもたちが
につけるべき重要な力であると考えています。そ
こで、̒年間の体ܥ的な目標として、h 様々なタスク
を組み合わせ、課題を達成できる思考力の育成ʱを
掲げました。目標達成に向けて、֤学年において発
達段֊に合わせた内༰を、様々な教科・୯ݩにམと

し込み、授業を行います。これらの授業については、
マイクロιϑト社の教育イノϕーμーの資֨を持つ
ઐ教་が指導にあたっています。１・２年生では、
生活科ٴびࢉ科でஞ次ॲཧのアルΰリζムを体ݧ

的にཧղさせるこ
とを目指します。
３・̐年生では、
-EG0社 のE7 ３
をったロϘッ
ト・プログラϛン
グをࢉ科ٴび૯
合科でѻい、学
年時より発展的な

内༰となります。５・̒年生においてはセンサーを
用して、ۙにあるものがどのようにプログラϛ
ングで੍御されているのかを知り、実際に࡞ってみ
る活動を行います（ࣸਅ１）。

�ɽ՝֎׆ಈͱͯ͠ͷϩϘοτɾϓϩ
άϥϛϯά

　また、本校では授業内だけでなく、クラブ活動と
して「ロϘット・プログラϛングクラブ」があり、
830やϑΝーストレΰリーグ（'--）に参加するなど、
活発に活動しています。
　さらに2019年に
は、西日本ではॳ
めてとなるレΰカ
ンϑΝレンスが本
校で開催されまし
た。200໊をえ
る参加者があり、
本校ࣇಐを対象と
した、ロϘット・プログラϛングに関するٖ授業
などが行われました（ࣸਅ２）。そのଞ、保ޢ者向け
のワークショップなどもؚめ、様々な活動を通して、
子どもたちの未来をࢧえる情報教育をੵۃ的に行っ
ています。

写真１　マイクロビットを活用した５
年生理科

写真２　レゴカンファレンスにおける
児童の活動の様子

学ߍใԽೝఆ�༏ྑߍհ
Δใ教育ͱϓϩάラϛンά͑ࢧͲのະདྷΛࢠ

大阪　学ߍ๏ਓख学Ӄ　ख学Ӄখ学ߍ　 教་　ਆ ԝా 
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�ɽ�ຊߍͷݱঢ়ͱ՝
　本校は、ࣛࣇ島ݝ౦部ࢤࢤのԞ΄΅中ԝに
Ґஔし、౦部は۲ݝ࡚ٶ間市に接しています。今年
創立150प年をܴえるྺ࢙と౷のある学校です。
　本市のී通教ࣨにおけるICT機器の整備は、GIGA
スクール構想以લにおいて大型ఏࣔஔ、0)C、ແ
ઢ-A/ڥ、教ࢣ用デジタル教科ॻが整備されてい
ました。本校では֤୲は、日常的にICT機器を活用
した授業を行っていましたが、その活用方๏につい
ては、教ࢣによる教ࡐఏࣔが中心でࣇಐがओ体的に
学習で活用するという場面はগないঢ়گでした。
　また、学校における情報化の実ଶ等に関する調ࠪ
では、ᶃ本校教৬員は授業において教ࡐఏࣔ以外に
ICTの活用があまりできないと回するが多いこ
と、ᶄࣇಐに対して֤छιϑトを活用してまとめたり、
ಐの意見交換や合いなどができるようにコンϐࣇ
ϡータやιϑトウΤアを活用したりする߲目であま
りできないと回するが多いこと、ᶅ情報モラル
に関しての指導においても不安を持つ৬員が多いこ
とがわかりました。

�ɽ�(*("εΫʔϧݩʹ͚ͯ
　本年度からのGIGAスクール構想の本֨導入લに学
校としてどのような४備をしていくか考えていたと
き、本校の情報化を૯合的にஅできる「学校情報
化அシステム」をར用することをݕ౼しました。

そして、これまでの
ICTのར活用を行い
ながら、本校におい
て不している内༰
について、計画的に
指導๏վળや校վ
ળを進めていくとと
もに、定期的なࣗݾ

அを通して、学校全体のスΩルアップをਤりました。
ओに行ったことは、ᶃ教科指導におけるICT活用、ᶄ
情報教育の全体計画の見し、ᶅ校の情報化、ᶆ
学校の情報化の推進体੍の見しでした。

　教科指導におけるICT活用では、これまでഓってき
たICT機器活用をさらに効よく、そして、ࣇಐの学
びやཧղを深める効果的な活用方๏の研म、さらには、
ಐがओ体的にICT機器を活用するための授業の在りࣇ
方等を研मしました。ಛに新しく導入されるプログ
ラϛング教育については実際にプログラϛングをし

たり、プログラϛン
グしたものを動かし
たりして研मを深め
ました。
　情報教育の全体計
画の見しでは、１

人１台端末ڥにおける情報教育の指導計画や֤教
科での取りѻい、֤学年でにける情報リテラシ
ーや情報モラルについて見しや確認を行いました。
　校の情報化では、学校における情報セΩϡリテ
ィポリシーの࡞成、౷合型校ࢧԉシステム導入に
伴うシステムར用の習ख़、学校ウΣブサイトの在り
方のݕ౼、オンライン学習に向けての研मに取り組
みました。
　学校の情報化の推進体੍の見しでは、校長とし
て本校の情報化のビジョンをࣔすとともに、校
ঠに情報化の推進や校ࢧԉシステムを推進する係
をおいて情報化の推進を໌確にするとともに、「いつ
でも」「どこでも」「だれでも」相ޓ研मができるڥ
ͮくりを進めました。

�ɽ�(*("εΫʔϧ͕࢝·ͬͯ
　本年５月より１人１台端末での学習が始まりまし

た。本校では大きな
トラブルもなく導入
ができました。今後
は、子ڙたちの学び
の充実に向けた校内
の整備や研मをڥ
ਤっていきたいと考
えています。

写真１　教材提示

写真２　プログラミング研修

写真３　１人１台環境での学習

学ߍใԽೝఆ�༏ྑߍհ

(*("εΫʔϧߏにରԠで͖Δ学ߍ
ར ݪ長　ߍ 　ߍখ学ࢤࢤ市ཱࢤࢤ
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�ɽηϛφʔͷ֓ཁ
　2021年１月９日（土）にʰ教育の情報化ʱ実践セ
ϛナー 2021 Jn ٶ・ઋ台が開催されました。当ॳ
の予定では、会場を౦北大学੨葉ࢁΩϟンパスで計
画しておりましたが、新型コロナの感染ঢ়گをؑみ、
オンライン会議システム;ooNを活用しての開催とな
りました。
　当地では「情報リテラシー࿈続セϛナーˏ౦北大
学」が50回以上にって実施されており、今回のセ
ϛナーはこちらとซ催で実施されました。
　開催校の堀田ཾ常ཧ事によるओ催者挨拶、झ
ڿڮઆ໌からスタートし、ITジϟーナリストの高ࢫ
子ࢯによる子ڙたちのS/Sར用の実ଶに関するಛ別
講演、Ҵ֞常ཧ事の切りによる「企業ʷ実践
セッション」、安౻໌৳ཧ事が進行する「プログラϛ
ング教育の先にあるもの」と題した「౦北からの発
信セッション」、最後にݪढ़行෭会長による૯ׅと
いうプログラムで実施されました。

�ɽڙࢠ͢Ͱʹ4/4ʹυοϓϦਁ͔
͍ͬͯΔ

　ITジϟーナリストの高ڿڮ子ࢯの講演題目は「έ
ータイ・スマホ・ιーシϟルϝディアར用における
トラブルの防͗方」でした。高ࢯڮは、S/Sなどの
ウΣブサービスや情報リテラシー教育等にਫ਼通され
ており、学校での講演やϝディアग़演を通して、子
たちのιーシϟルϝディアར用についての啓発活ڙ
動をされていらっしΌいます。
　本講演では、トラブルのഎܠにある子ڙたちの
S/Sར用の実ଶやそのಛ、トラブルの防͗方につ
いてごઆ໌いただきました。現在は、΄΅全ての小
学生がインターネットをར用できるڥにあり、小
学校高学年では、̔割がιーシϟルϝディアをར
用しているとのことでした。子ڙたちのιーシϟル
ϝディアར用は、ศརさが૿す、というポジティブ
なଆ面はもちろんありますが、पりのみんながやっ
ているڥにあり、やめたくてもやめられない、と
いったネΨティブなଆ面もあるとのことでした。ま

た、子ڙたちは、إが見えないコϛϡχέーション
でも信用してしまうことが多く、トラブルにרき込
まれたり、言葉のみでのやり取りによる行きҧいが、
いじめに発展してしまったりすることもあるという
指ఠがҹ象的でした。
　高ࢯڮは、子ڙたちはιーシϟルϝディアར用の
は多いものの、知識や常識、அ力やトラブルݧܦ
時の対策についてのཧղはेでないため、保ޢ者
がιーシϟルϝディアར用について子ڙとし合っ
たりඞ要な੍ݶをॻけたりするඞ要があるとओுさ
れていました。また、学校では、子ڙたちにιーシ
ϟルϝディアར用について合わせたり、ルールを
ܾめさせたりすることに加えて、保ޢ者の方々に対
して啓発をしていくことが求められるとのことでし
た。子ڙたち一人ͻとりが、ࣗに合ったιーシϟ
ルϝディアར用をしていけるようにするには、学校
とՈఉが協力しながら見कっていくඞ要性をૌえら
れました。

�ɽ౦ํͰͷऔりΈʹֶͿ
　ಛ別講演の後には、「企業ʷ実践セッション」とし
て、企業の皆様に製品やサービスについてご紹介を
いただき、その活用๏などについてディスカッショ
ンが行われました。学校教育のվળのために力を
重Ͷる企業の取り組みを現場教員が知ることの重要
性を感じました。
　「౦北からの発信セッション」は、「プログラϛン
グ教育の先にあるもの」というテーマで、ઋ台市教
育委員会、ٶݝ教育ி、ݝܗࢁ天ಐ市立ׯ小学
校の取り組みをご紹介いただきました。いずれもプ
ログラϛング教育の体ݧ的な学習を進める子ڙたち
の様子、教ࡐの開発、教員研मの様子など、課題と
。に可能性をたくさんఏࣔしていただきましたڞ
　おかげさまで250໊のオンライン参加をいただき
ました。みなさま、ありがとうご͟いました。

開催ใࠂ

ରԠΛ学Ϳ͖ڻの࣮ଶに༺׆ಐੜెの4/4ࣇ
+"&5ৗཧ事ʗ౦大学大学Ӄ ใՊ学ڀݚՊ 教त　ງ  ాཾ
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東北からの発信セッション
プログラミング教育の先にあるもの

+"&5ཧࣄʗٶڭҭେ �ֶٕ ज़ڭҭ࠲ߨɹڭतɹ҆౻�໌ ৳

　このセッションは、ઋ台市、ٶݝܗࢁ、ݝのΩ
ーマンにおをいただきました。このセッションの
झࢫは、ڥ整備、学校ӡӦ、教員研मという点に
ついて、੍度・機器・ڥ整備、１人１台、プログ
ラϛングをΩーワードに、それͧれの立場で取り組
んできたことの紹介と、推進していく上での展な
ど、参加者が情報化推進するうえで有ӹな情報をご
ఏڙいただくというものでした。
　ઋ台市のࡔ本先生のおは、「コンϐϡータ」に
対してཧղを深めるࣇಐ生ెということに関して、
ᶃ「ಘ意」になれる子どもたち、ᶄ「ࣗ信」がく
ことで高まる動機け、ᶅ子どもたちの「考え」を
ָしめる先生であることを重ࢹしてઋ台市として取
り組んでいることをおしいただきました。
Ӝ先生からは、ࣗらが題をղܾするࡾのݝٶ　
という意識の向上ということに関して、ᶃ課題を効
よくղくための考え方を習ಘ、ᶄۙな生活の中
で情報ऩ集ˠ題にͮؾくˠ課題を設定するˠ۩体
的にཧ的に考えることの大切さ、ᶅオンライン（ハ
イブリッド）での教員研म、リーμー育成、ᶆຖ年
文部科学大ਉを受している研म教ࡐのఏڙにつ
いてご紹介いただきました。
　そしてݝܗࢁの多先生からは、ᶃ大人も子ども
も一ॹに知ってみる、ᶄࣗで体ݧしてみる、どん
どんつながっていく、可能性を感じる・信じられる、
ᶅ一ॹに学校をมえるݪ動力ということについて、
校長先生ࣗらが体ݧして、ࣇಐとともにプログラϛ
ングが手段のબしになるように取り組んでいらっ
しΌる様子を生き生きとおえいただきました。
　先生たちにとって未知なプログラϛング教育です
が、ඞਢ化がඞ要な΄ど重要なものです。おࡾ方か
らのおしからたくさんのࣔࠦをきました。

仙台市教育委員会の取り組み

ઋڭࢢҭҕһ会ɹࢦಋओࣄɹࡔຊ�৽ଠ

　ઋ台市は、情報活用能力の育成をੵۃ的に推進す
るために、文部科学省のʰ次世の教育情報化推進
事業「情報教育の推進等に関する調ࠪ研究」ɦ の「情

報活用能力の体ܥ表例」を参考にして「ઋ台൛情報
活用能力学習目標リスト」を設定し、情報活用能力
を「活動スΩル」「探究スΩル」「プログラϛング」「情
報モラル」の̐つの学習内༰にけて計画的に全て
の市内学校で育成しています。
　全小学校に౷一したプログラϛング教ࡐ「アーテ
ックロϘ2.0Sセット（アーテック社）」を導入しまし
た。このことで、校内の教ࡐ研究や小学校間での情
報交換が活発に行われ、先生方のプログラϛング教
育のཧղのॿけになっています。また、市の教科研
究会や研मセンターのڞ通の題ࡐとしてѻいやすい
ϝリットもあります。今後は、全中学校にも小学校
と同じ教ࡐを導入していくことで、校छ間の学びの
࿈続性を持たせ、プログラϛング教育をより深めら
れるものと考えています。さらに、Ձ֨のプログ
ラϛング教ࡐについても紹介しています。地ݩ企業
が開発したプログラϛング教ࡐ「おとͽか（ג式会
社コーワークス）」です。学校でߪ入しやすいՁ֨ଳ

（１台1000 ～ 1500ԁલ後）になっており、組みが
؆୯であることから、学年からでもָしみながら
学習できるのがಛです。
　以上の取組から教員のෛ୲をܰݮしつつ、学習指
導要ྖで定められているプログラϛング教育を全て
のࣇಐに確実にཤमできるように取り組んでいます

（ࣸਅ１）。

写真１　教材を活用したतۀの様子
ʢࠨɿΞʔςックロϘ����4ηット　ӈɿおͱͽ͔ʣ

　֤学校でओ体的に「プログラϛング教育の先にあ
るもの」を目指すために、今後も様々な取組をࡧ
したいと考えています。

宮城県教育委員会の取り組み

Ӝ�ɹஐࡾըࣨɹओࠪɹاҭڭҭிɹڭݝٶ

　ै来のઐ的なプログラϛング教育では、レΰや
#ASICを用いた実践や੍御教ࡐとซせたιースコー
ドを用いた実践などのオブジΣクト指向を意識した
アプローνが多様化しています。しかし、これから
の教育の中では、情報活用能力を育むために「どの
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ように進め、Կをにつけさせたいのか」を考える
ඞ要があります。そこでਖ਼しく認識しておきたいの
は、「プログラムを組むこと」や「新しいアプリを開
発する」などの、プログラマーとしての能力だけを
育成するのではないということです。
　以લ、ࢲはຽ間企業のSEであったࠒに「2000年
題」というものをݧܦしました。この題は、西ྐྵ
1999年から2000年にมわることでシステムが࡞ޡ動
をҾきىこすことがあるというものでした。当時の
古いిࢉシステムのプログラϛング言ޠには、「日
型のデータ」が用意されておらず、西ྐྵの4ܻを下Ґ
2ܻでॲཧをしており、結果、1999年から2000年にม
わるときに1900年とॲཧし、࡞ޡ動をҾきىこしま
す。当時トラブルを回ආするため、大なデバック
、業を行ったのを֮えています。このような時に࡞
最ॳに行わなけれならないのが、「目的を達成する
手段の中で、最適なえを見つけ、それらを達成す
るための最適な手ॱを導きग़す」、いわΏる「プログ
ラϛング的思考」、「ཧ的思考」です。
　プログラϛング学習においても、プログラϛング
がどういう認知աఔなのか、学習の中でར用する教
等でも、題ղܾのաఔをੳすることがඞ要でࡐ
す。日常生活の中では、すでにある情報から新しい
情報を導きग़す心の活動、すなわち生きていく上で、
ࣗࣗを表現できる「思考」を༮গ期から育んで
いくඞ要があります。そして、プログラϛング教育が、
あらΏる思考能力のఈ上げにܨがることで、どのよ
うな事をࢤすにしてもඞ要な力となっていくのだ
と思います。
　情報活用能力の育成には「情報活用の実践力」、「情
報の科学的なཧղ」、「情報社会に参画するଶ度」が
ඞ要とされていますが、プログラϛングを行う際に
達が将来ڙわれる「情報活用能力」は、今後、子
ඞ要になるීว的に求められる能力であると思いま
す。その力をにけるための教育には、ICTの授
業での効果的な活用が教員には求められます。今後
は、ٶݝ内の教員一人ͻとりの「教員のICT活用
能力の向上」を目指し、プログラϛング教育を実施
していきたいと思います。

山形県の取り組み

ࢠ߂�ɹଟߍɹߍখֶׯཱࢢఱಐݝܗࢁ

ICT推進拠点校である天ಐ市ݝܗࢁはલ校のࢲ　

立寺津小学校では、天ಐ市教育委員会の委でICT
教育推進校として研究を進めてきました。そして、
現校では、ࡢ年度からプログラϛング教育の立ち
上げに関わっています。どちらの教員も最ॳのนは

「わからない不安」でした。そこで、その不安を؇和
し、教科への導入やプログラϛングのよさを実感で
きた۩体例を紹介します。
̍ɽͨݟ͕ʮ͔Θ͍͍ɾқ͍͠ʯࡐڭͰಋೖ
　寺津小では、まず「ロϘホン」をった外部研म
会を行ったところ、参加者全員がそのѪらしさにັ
ྃされ、たちまちプログラϛングへの関心が高まり
ました。
小では、まずはパιコンクラブ（̐～̒年）ׯ　
でICTࢧԉ員の指導の下、ࣇಐと୲当教員が「7JscVJt」
のシϡーティングήームを࡞成しました。その؆୯
でָしい様子は、֤学ڃや৬員ࣨで口コϛでがり、
次のिには、パιコンクラブのࣇಐのࢧԉもあって、
全学年で「7JscVJt」を実施するまでになりました。
̎ɽٳΈؒ࣌ͷࣗ༝༡ͼ͔Βൃల
　現在、校長ࣨではࣗ動ブレーΩ・ࣗ動ӡసするϛ
χカーなどのプログラϛング教ࡐがฒべてあり、休
み時間にࣗ༝に༡
ぶことができま
す。（ࣸਅ１）。そ
こで༡んでいたࣇ
ಐが、̐年ཧ科の
授業で、.ES)プ
ログラϛングでඦ
葉ശを࡞り、発表
をしました。すると、ଞのࣇಐの創࡞意ཉが高まり、
ಐ同士で૯合的な学習の時間に教え合い「Τアーࣇ
二重とび」や「࿓下をるࣇಐへのࣗ動ܯ告ஔ」
などの製࡞に発展していきました。
̏ɽ֎෦ਓࡐͱͷ協ಇतۀͰ͑ߟΔ࣮ݱͱະདྷ
　配内を探ࠪする「へび型ロϘ」を開発した会社
の協力で、現場でのプログラϛングの活用について
授業をしました。ࣇಐはՈఉ内で多のプログラϛ
ングのଘ在を確認後、へび型ロϘを動かし組みに
ඞ要なプログラムを考え、さらには、ࣇಐと大人が
一ॹになって、今後のへび型ロϘの開発について、
ເをޠり合いました。これからも、社会と࿈ܞ・協
働し、プログラϛング教育を通してࣇಐたちにૉఢ
なເを持たせたいと思っています。

写真１　ࣗ動ӡసを͢ࢼ様子
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̍ɽ͡Ίʹ
　Society5.0時代を生きる子ども達にとって、PC端末
は鉛筆やノートと並ぶマストアイテムです。社会の
あらゆる場所でICTの活用が日常のものとなっていま
す。そのため、ICTを基盤とした先端技術を活用して
｢子どもの力を最大限に引き出す学び｣を実現していく
必要があります。
　尼崎市においては、尼崎市版GIGAスクール構想

（AGS）を展開しています。令和３年３月末までに児
童生徒用端末として、小中学校ではChromebookを、
特別支援学校ではiPadを１人１台整備しました。

̎ɽ৽͍͠तۀελΠϧʹ͚ͯ
　本市でのAGSの推進に向けて、各学校でスムーズ
にタブレット端末を活用した学習を行うことができ
るよう、推進校を決めて次のような取り組みを行っ
てきました。
　小学校では、１人１台のタブレット端末とロイロ
ノート・スクールを活用した国語と外国語の新しい
授業スタイルづくりに取り組みました。子どもたちは、
作ったカードを先生に提出したり、カードをつなげ
たり、並び方を変えたりしたものをクラスで共有す
ることで学びを深めることができました。
　外国語の学習においては、写真を元に自分の思い
出を英語で伝える活動を行いました。さらに、タブ
レットで会話を録画することで、英語での会話を楽
しく有意義に行うこともできました。
　中学校では、３年生社会科の裁判員制度の学習で
ロイロノート・スクールを活用しました。事件の目
撃者の証言ビデオを視聴したあとグループで相談し
て出した判断がタブレット端末を使って効果的に可
視化されていました。
　さらに、Google Classroomを活用した学習も新しい
授業スタイルとして普及し始めています。

̏ɽश͏より׳ΕΖ
　しかし、AGSの推進もなかなか一筋縄ではいきま
せん。何しろ、今まで馴染みのなかったChromebook

が約３万台も導入されてきたわけですから、市教委
においても機器の導入やアカウント管理から教職員
の研修に至るまでチームAGS一丸となって取り組ん
でもなかなか手強い相手です。それを市内の小中特
別支援学校へ広げていくわけですから、どの自治体
でも手法を工夫されていることでしょう。
　そこで本市では、若い職員の発案で教育総合セン
ターの学校ICT支援課と学び支援課の全員が毎日日替
りで先生（輪番先生）になり、Google Classroomを使
って課題を出し合って行こうということになりまし
た。つまり、「習うより慣れろ」です。

ਤ１　$MBTTSPPNのҰཡ

̐ɽ͓Θりʹ
　はじめはFormsを使ったアンケートや簡単なクイズ
が多かったのですが、だんだんと凝り始め、スライ
ドやJamboardなどを組合わせた出題が増えてきまし
た。そして、輪番先生を始めて１周が終わりました。
少し慣れてきたので、ここで終了するかと思いきや、
別棟の学校教育部の職員も巻き込んで２周目の輪番
先生が始まりました。
　GIGAスクール構想の推進は大変なことであり、各
自治体でも苦労されていることだと思いますが、AGS
では、「とにかくやってみよう」ということで楽しみ
ながら推進に取り組んでいます。

ͱに͔͘ってΈΑ͏�
"(4ʢೌ࡚ࢢ൛(*("εΫʔϧʣのεεϝ
 ೌ࡚市教育委員会事務局 ೌ࡚市ཱ教育૯߹ηϯλʔ 学$5*ߍਪਐ՝

大खલ大学　ඇৗࢣߨۈ　ถ ߒ　ా 

ֶ ߍ ڭ ҭ ɾ ະ དྷ  ͷ ఏ ݴ

10

N
EW

SLETTER
  N

o
.136

newsletter136_p10-11.indd   10 2021/07/20   15:19



編　集　委　員
委員長　中橋　　雄
委　員　原　　克彦
　〃　　長谷川　弘

委　員　今野　貴之
　〃　　片岡　義順

事務局　渡辺　浩美
　〃　　河合　将治
制　作　西島　将範

つ ぶ や き 
　『コロナ禍』にあって、GIGAスクール構想での「１人
１台ICT端末」が前倒しとなり、某市の首長がオンライン
授業を前提にした方針を決めました。しかし、現場の教
員は否定的な声をあげました。
　ある公立高校では、休校期間中にGoogle Meetを用いて、
新学年の学級開きと毎朝のHRや授業を可能な範囲で行い
ました。学校が再開された後も、感染防止で出席停止と
した生徒のために１台のChromeBookを使って授業のライ
ブ配信をしました。これは、休み時間の生徒間のコミュ
ニケーションツールとしても利用され、心のケアにも役

立ちました。
　この時、通信環境が充分でない家庭もありましたが、
個々の問題として対応することとし、「配慮が足りない」
などという批判は甘んじて受けると決断しました。課題
には、知恵を出し、情報を共有し、改善に努めました。
　さて、ここで問題です。保護者と生徒は、
⑴学校にどのような取組を望んでいるでしょうか。
⑵オンライン授業をやらない理由を納得してくれるでしょう

か。
 『コ

わ ざ わ い

ロナ禍』転じて福となす　（H.H）

第47回全日本教育工学研究協議会全国大会（大阪大会）企業協賛募集中
教育関連企業、団体の皆さまへ。
　GIGAスクール構想により１人１台端末環境が実現し、ICT活用が加速する中で開かれる「全日
本教育工学研究協議会全国大会 大阪大会」に、是非協賛をお願いいたします。
　大会期間中、ICT導入や活用に関心の高い大阪大会の参加者（全国の教育関係者 約1,000 ～ 1,500
名予定）へ、効果的に貴社の製品やサービスをアピールする貴重な機会となります。
協賛PRは以下の４つの方法を予定しております。是非、ご検討ください。

企業製品オンラインPR企画
（1）大会当日の企業PR動画の配信
　　各社提供の音声入り企業PR動画をループ配信（１分間／企業）
　　《配信時間》　開催期間中、全体会や各研究発表会の前後で合計約２時間半／日の配信予定。

（2）大会HPでの企業PR動画の掲載
　　各社提供の製品・サービスPR動画のURL（YouTubeに登録）とサムネイル登録
　　《掲載期間》　2021年11月１日（月）～ 2022年３月31日（木）
  

（3）大会HPでのバナー広告
　　バナーは180×48ピクセルのサイズで掲載
　　《掲載期間》　2021年９月１日（水）～ 2022年３月31日（木）

（4）プログラム内セッション
・全体セッション「GIGA端末が導入された学校へのサポート事例の紹介」（20分／企業、２社

限定）
・個別セッション「質疑応答と製品・サービスの紹介」（固定参加10分／企業、自由参加15分

／企業共通）
　　※当日の模様を録画し、以下の日程で動画公開予定。
　　《掲載期間》　2021年11月１日（月）～ 2022年３月31日（木）

※上記内容は、やむを得ず内容が変更になることがございます。
※広告掲載料等の詳しい内容については、以下の大会HPからお問い合わせください。
　https://conv.jaet.jp/2021

JAPAN  ASSOCIATION  FOR  EDUCATIONAL  TECHNOLOGY協 会 だ よ り
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賛 助 会 員 紹 介

くり返し
できる

直感的に
つかえる

お手本と比べて確認できる！

線の色で筆順を確認できる！

教材と
同じ
お手本

はじめてGIGAめてGIGAはじはじはじめてGIGA
児童の個人情報不要 ! インターネット環境だけで始められる児童の個人情報不要 ! インターネット環境だけで始められる

PROPRO指書きレッスン指書きレッスン
「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！

サンプル版
体験はこちら

GLOBALGLOBAL指書きレッスン指書きレッスン
「発音」を聞きながら単語を書く練習！「発音」を聞きながら単語を書く練習！

サンプル版
体験はこちら

ひらがなの字形練習につながる「かたち」収録
新学習指導要領の1026字の「漢字」収録

英語･日本語、それぞれ 600 単語以上収録
日本語学習は 英語・ポルトガル語・タガログ語に対応

ひらがな、カタカナ、ローマ字、数字も収録！

株式会社 教育同人社　〒170-0013 東京都豊島区東池袋 4-21-1
Mailsales@djn.co.jpTEL03-3971-5151

「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！「お手本」を指でなぞって筆順･字形を定着！

Let’sはじLLet’s’sLet’s

りんご

りんご apple

apple
日本語学習に
・ひらがな
・カタカナ
・日本語　　収録

外国語学習に
・ローマ字
・アルファベット
・英単語　　収録

経済産業省「令和元年度補正 先端的教育用ソフトウェア導入実証事業（EdTech導入補助金）」に採択されました。

https://www.suzukisoft.co.jp

Webページにて
近日情報公開

毎日
いつでも
だれでも

毎日
いつでも
だれでも
効果的なデータの利活用をご提案します。

学習履歴
（スタディログ）

生活履歴
（ライフログ）

×

詳しくはコチラ！
特設ページ

エデュキューブ

オンラインセミナー開催決定！
1 人 1台×日常的活用

※掲載の情報は 2021 年 6 月時点のものです。開発中のため、仕様が変更になる可能性があります。

2021年

9月
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